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『
運
歩
色
葉
集
』
批
判

―
―
『
易
林
本
節
用
集
』
と
関
連
し
て
―
―

杉
本

つ
と
む

【
要
旨
】

中
世
に
成
立
し
た
辞
書
、『
運
歩
色
葉
集
』
に
せ
よ
、『
易
林
本
節
用
集
』
に
せ
よ
、
現
代
の
辞
書
学
的
立
場
か
ら
批
判
す

る
な
ら
ば
、
辞
書
に
あ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
中
世
語
彙
の
宝
庫
と
し
て
研
究
対
象
と
な
る
語
彙
集
で
あ
る
＊

。
後
者
の
方
が
多
少
は
整

（1）

備
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
国
語
辞
書
で
は
、
そ
の
〈
部
門
〉
別
の
方
式
は
ま
っ
た
く
な
く
、
語
彙
が
少
な
い
点
で
、
索
引
を
作
成
す
れ

ば
、
辞
書
的
に
使
い
易
く
な
ろ
う
＊

。
外
国
の
辞
書
・
語
彙
集
に
つ
い
て
、
成
立
の
事
情
を
知
ら
ぬ
が
、
日
本
的
独
特
な
中
世
語
彙

（2）

集
と
し
て
、『
運
歩
色
葉
集
』
を
主
と
し
、『
易
林
本
節
用
集
』
と
の
比
較
を
以
下
に
考
察
す
る
。

（
１
）

『
運
歩
色
葉
集
』
（
影
印
本
）
の
批
判
で
あ
る
が
、
比
較
考
察
す
る
資
料
と
し
て
、「
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
板
」
の
「
日
本
古
典
全

集

節
用
集
（
易
林
本
）
大
正
十
五
年
三
月
刊
」
と
し
て
影
印
で
刊
行
し
た
『
節
用
集
（
易
林
本
）
』
（
以
下
、『
古
典
易
林
本
』
と
呼

ぶ
）
を
使
用
す
る
。
同
書
は
文
庫
本
サ
イ
ズ
な
が
ら
、
影
印
は
か
な
り
明
刷
で
あ
り
、
解
題
（
刊
行
者
）
、
解
説
（
文
学
士
橋
本
進

吉
氏
）
が
巻
頭
に
み
え
、
参
考
に
な
ろ
う
。〈
解
題
〉
に
は
、〈
解
説
〉
を
〈
文
学
士
橋
本
進
吉
氏
に
執
筆
を
乞
う
て
掲
げ
る
事
を
得
た
〉

と
あ
る
。
私
が
批
判
と
し
た
『
運
歩
色
葉
集
』
は
、
京
大
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
と
し
て
、『
元
亀
二
年

京
大
本

運
歩
色
葉
集
』
の
書
名
で
出
版

し
た
影
印
本
（
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
刊
）
で
あ
る
。
私
は
同
影
印
本
の
原
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
同
書
は
冒
頭
部
分
に
序
ら
し
き

記
述
が
あ
り
、
成
立
は
〈
天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
〉
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
私
は
〈
天
文
本
運
歩
色
葉
集
〉
（
略
称
、『
運
歩
』
と
す

る
）
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。『
古
事
記
』
な
ど
古
典
は
、
鎌
倉
期
な
ど
に
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
成
立
を
重
ん
じ
、
受
容
研

究
対
象
と
し
て
は
成
立
の
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
と
し
研
究
鑑
賞
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の
態
度
に
従
っ
た
ま
で
で
こ
の
方
が

（1）
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好
ま
し
い
と
思
う
。『
運
歩
』
の
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
は
書
写
年
代
で
、
成
立
期
と
は
異
な
り
、
約
二
五
年
の
隔
り
が
あ
る
。
且

は
書
写
人
、〈
筆
者
師
岡
〉
な
る
人
物
は
、
編
者
で
も
な
く
、
彼
の
言
語
体
系
に
は
か
か
わ
ら
ず
、
直
接
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
成

立
さ
せ
た
人
物
、
す
な
わ
ち
『
運
歩
』
の
内
容
構
成
な
ど
こ
そ
、
重
要
で
あ
る
と
愚
考
し
た
ゆ
え
で
あ
る
。『
古
典
易
林
本
』
の
橋
本
進

吉
氏
に
よ
る
〈
解
説
〉
（
約
二
頁
余
）
で
、
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
を
つ
ぎ
に
抜
き
出
す
。

「
易
林
本
節
用
集
」
に
は
二
種
あ
つ
て
、
下
巻
最
後
の
丁
の
跋
文
の
前
の
余
白
に
黒
字
に
白
字
（
白
抜
き
）
で
「
洛
陽
七
條
寺
内
平

井
勝
左
衛
門
休
與
開
板
」
と
出
版
者
の
名
を
刻
し
た
も
の
と
、
全
く
出
版
者
の
名
の
無
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
こ
の
二
種
は
一
見

同
版
の
や
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
実
は
さ
う
で
無
く
、
平
井
休
與
の
名
の
あ
る
方
が
原
刻
で
無
い
方
は
や
や
後
に
出
来
た
複
刻

の
や
う
に
お
も
は
れ
る
。
こ
の
易
林
本
の
最
初
の
出
版
者
平
井
休
與
は
本
願
寺
准
如
上
人
（
一
五
七
七
「
天
正
五
年
」
―
―
一
六

三
〇
「
寛
永
七
年
」
）
の

俗

臣
だ
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
（
中
略
）
「
易
林
本
節
用
集
」
は
慶
長
二
年
の
版
と
お
も
は
れ
る
が
、
（
中

（
マ
マ
）

略
）
現
存
せ
る
最
古
の
刻
本
で
、
自
分
の
見
聞
の
及
ぶ
所
で
は
唯
二
部
だ
け
伝
は
つ
て
ゐ
た
が
、
一
部
は
震
火
に
滅
び
て
今
は
一

（
マ
マ
）

部
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
最
後
に
、〈
大
正
十
五
年
二
月
二
十
日
橋
本
進
吉
記
〉
と
あ
る
。

右
の
橋
本
進
吉
氏
の
解
説
で
、
氏
の
解
説
し
た
『
古
典
易
林
本
』
は
刊
本
で
原
刻
と
断
じ
、〈
慶
長
二
年
の
版
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
同
書
は
ど
こ
に
も
刊
年
を
記
し
た
文
字
は
な
く
、
氏
の
述
べ
る
〈
跋
文
〉
と
は
、
巻
末
の
〈
旹
慶
長
二
丁酉

易
林
誌
〉
と
あ
る
識
語

を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
刊
行
者
に
よ
る
〈
解
題
〉
の
〈
原
本
は
、
帝
室
の
御
物
と
な
つ
て
ゐ
る
慶
長
二
年
版
を
、
特
に
宮
内

大
臣
の
許
可
を
得
て
、
全
部
そ
の
ま
ま
写
真
凸
版
と
し
た
の
で
あ
る
〉
を
そ
の
ま
ま
理
解
了
承
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
い
ず
れ
に

せ
よ
、
刊
年
は
み
え
な
い
）
。
ま
た
同
〈
解
題
〉
に
、〈
一
、
此
原
本
の
巻
末
に
三
通
り
の
附
記
が
有
る
。
一
は
「
自
慶
長
二
丁
酉
歳
、
至

、
、

天
明
八
戊
申
歳
、
百
九
十
二
年
、
逐
年
羅

干

回
禄
之
憂
、
今
存

干

江
戸
□
□
、
恐
不
過

干

十
本
焉
」
と
有
り
、
是
れ
は
天
明
八

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

年
（
一
七
八
八
）
に
此
書
を
蔵
し
て
居
た
人
物
が
、
記
し
て
置
い
た
も
の
で
あ
る
〉
と
み
え
る
（
他
の
二
つ
の
附
記
は
略
す
）
。

い
ず
れ
に
し
て
も
原
本
に
刊
年
は
み
え
ず
、
先
に
あ
げ
た
白
抜
き
（
白
字
）
に
よ
る
開
板
の
点
と
個
人
名
の
み
で
、
刊
行
者
の
解

題
も
慶
長
二
年
を
刊
年
と
誤
っ
て
の
べ
て
い
る
が
、
あ
え
て
い
え
ば
、〈
平
井
板
易
林
本
節
用
集
〉
で
、『
平
井
板

易
林
本

節
用
集
』
と
い
う
無
刊
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記
本
と
紹
介
す
べ
き
一
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
橋
本
進
吉
氏
が
、〈
「
易
林
本
節
用
集
」
に
は
二
種
あ
つ
て
…
…
〉
と
の
べ
て
い
る

点
は
現
時
点
で
は
訂
正
す
べ
き
で
、〈
慶
長
十
五
年
開
板
〉
と
刊
年
を
明
示
し
て
刻
し
た
一
本
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
刊
本
は
私
ど

も
が
、『
小
山
板

易
林
本

節
用
集
』
（
影
印
本
）
と
し
て
出
版
し
た
一
本
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
慶
長
十
五
年
と
、
刊
年
を
明
白
に
刻
し
た
刊

本
は
こ
の
小
山
板
の
み
で
、
書
誌
的
に
は
、〈
二
種
〉
で
は
な
く
三
種
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
詳
細
は
同
影
印
本
の
解
説
を
参
照

、
、

さ
れ
た
い
）
。
む
し
ろ
現
存
本
で
明
白
に
刊
年
、
刊
記
を
刻
し
た
『
易
林
本
節
用
集
』
は
こ
の
〈
小
山
板
〉
の
一
本
の
み
か
と
思
う
。

な
お
橋
本
進
吉
氏
の
解
説
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
影
印
本
を
一
見
す
れ
ば
判
明
で
き
る
よ
う
に
、〈
帝
室
の
御
物
〉
と
い

う
一
本
で
、
現
在
は
、〈
書
陵
部
〉
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
落
丁
が
あ
っ
て
、
原
本
を
私
が
書
陵
部
に
い
た
と
き
に
披
閲
し
た
が
、
そ
の

、
、

部
分
を
補
写
し
て
挿
入
し
た
こ
と
を
見
出
し
て
、
唖
然
と
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
影
印
本
で
も
よ
く
見
る
と
、
刻
字
の
文
字
と
、
生

、
、

ま
の
書
き
字
で
の
、
書
写
文
字
の
補
訂
の
見
え
る
丁
と
は
、
字
体
の
異
な
り
が
判
別
で
き
る
。〈
解
題
〉
も
〈
解
説
〉
も
、
こ
の
点
、
一

言
こ
と
わ
っ
て
お
く
べ
き
で
、
明
示
し
て
い
な
い
の
は
、
書
誌
的
に
も
ま
こ
と
に
不
備
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
て
、『
運
歩
』
は
、
同
影
印
本
の
〈
解
題
〉
（
こ
れ
は
単
に
解
題
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
論
考
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
る
）
は
、

詳
細
を
き
わ
め
、
研
究
考
察
す
べ
き
点
を
明
示
し
て
い
る
好
論
文
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
一
端
も
紹
介
批
判
さ
れ
て
お
り
、
問
題

点
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
同
氏
が
、〈
本
書
を
、
文
字
生
活
、
言
語
生
活
の
資
料
と
し
て
、
改
め
て
検
討
し
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
〉
と
、
反
省
の
弁
を
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
運
歩
』
の
漢
字
、
そ
の
書
体
や
語
彙
に
は
ま
だ
手
つ
か
ず

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
言
語
生
活
―
―
『
運
歩
』
中
に
、〈
士
農
工
商
〉
の
言
葉
が
見
え
る
が
、
私
は
〈
公
・
士
／
農
工
商
〉
と
支

配
者
に
、〈
士
〉
の
み
で
な
く
、〈
公
（
地
下
人
、
歌
学
者
、
学
僧
な
ど
）
〉
を
想
定
、
加
え
―
―
す
な
わ
ち
、『
運
歩
』
の
構
想
、
具
体
的

に
は
、『
運
歩
』
を
生
ん
だ
中
世
、
そ
の
言
語
社
会
の
語
彙
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
、
拙
文
を
つ
づ
っ
た
次
第
。
ま
た
解
題
者
安

田
章
氏
紹
介
の
、〈
三

他
書
と
の
関
係
〉
の
一
部
で
、〈
山
田
忠
雄
氏
も
、
節
用
集
→
運
歩
の
線
よ
り
は
寧
ろ
、
運
歩
→
節
用
の
線
の

方
が
妥
当
な
る
か
に
見
え
る
〉
と
「
弘
治
二
年
本
類
の
節
用
集
」
な
ど
を
あ
げ
て
、
従
来
と
は
逆
の
関
係
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
〉
（
同

解
題
の
十
九
頁
）
と
紹
介
、
こ
の
点
は
、
私
も
山
田
忠
雄
氏
の
推
定
に
賛
成
で
あ
る
。
さ
ら
に
私
は
、〈
節
用
→
運
歩
・
運
歩
→
節
用
〉

（3） （2）
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好
ま
し
い
と
思
う
。『
運
歩
』
の
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
は
書
写
年
代
で
、
成
立
期
と
は
異
な
り
、
約
二
五
年
の
隔
り
が
あ
る
。
且

は
書
写
人
、〈
筆
者
師
岡
〉
な
る
人
物
は
、
編
者
で
も
な
く
、
彼
の
言
語
体
系
に
は
か
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わ
ら
ず
、
直
接
対
象
と
す
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き
で
は
な
い
。
成

立
さ
せ
た
人
物
、
す
な
わ
ち
『
運
歩
』
の
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容
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成
な
ど
こ
そ
、
重
要
で
あ
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と
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し
た
ゆ
え
で
あ
る
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古
典
易
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本
』
の
橋
本
進

吉
氏
に
よ
る
〈
解
説
〉
（
約
二
頁
余
）
で
、
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
を
つ
ぎ
に
抜
き
出
す
。

「
易
林
本
節
用
集
」
に
は
二
種
あ
つ
て
、
下
巻
最
後
の
丁
の
跋
文
の
前
の
余
白
に
黒
字
に
白
字
（
白
抜
き
）
で
「
洛
陽
七
條
寺
内
平

井
勝
左
衛
門
休
與
開
板
」
と
出
版
者
の
名
を
刻
し
た
も
の
と
、
全
く
出
版
者
の
名
の
無
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
こ
の
二
種
は
一
見

同
版
の
や
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
実
は
さ
う
で
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く
、
平
井
休
與
の
名
の
あ
る
方
が
原
刻
で
無
い
方
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や
や
後
に
出
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の
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う
に
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も
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れ
る
。
こ
の
易
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本
の
最
初
の
出
版
者
平
井
休
與
は
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願
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如
上
人
（
一
五
七
七
「
天
正
五
年
」
―
―
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六

三
〇
「
寛
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七
年
」
）
の

俗
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だ
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
（
中
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）
「
易
林
本
節
用
集
」
は
慶
長
二
年
の
版
と
お
も
は
れ
る
が
、
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マ
）
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刻
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で
、
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だ
け
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が
、
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は
震
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に
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（
マ
マ
）

部
を
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
最
後
に
、〈
大
正
十
五
年
二
月
二
十
日
橋
本
進
吉
記
〉
と
あ
る
。

右
の
橋
本
進
吉
氏
の
解
説
で
、
氏
の
解
説
し
た
『
古
典
易
林
本
』
は
刊
本
で
原
刻
と
断
じ
、〈
慶
長
二
年
の
版
〉
と
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
同
書
は
ど
こ
に
も
刊
年
を
記
し
た
文
字
は
な
く
、
氏
の
述
べ
る
〈
跋
文
〉
と
は
、
巻
末
の
〈
旹
慶
長
二
丁酉

易
林
誌
〉
と
あ
る
識
語

を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
刊
行
者
に
よ
る
〈
解
題
〉
の
〈
原
本
は
、
帝
室
の
御
物
と
な
つ
て
ゐ
る
慶
長
二
年
版
を
、
特
に
宮
内

大
臣
の
許
可
を
得
て
、
全
部
そ
の
ま
ま
写
真
凸
版
と
し
た
の
で
あ
る
〉
を
そ
の
ま
ま
理
解
了
承
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
い
ず
れ
に

せ
よ
、
刊
年
は
み
え
な
い
）
。
ま
た
同
〈
解
題
〉
に
、〈
一
、
此
原
本
の
巻
末
に
三
通
り
の
附
記
が
有
る
。
一
は
「
自
慶
長
二
丁
酉
歳
、
至

、
、

天
明
八
戊
申
歳
、
百
九
十
二
年
、
逐
年
羅

干

回
禄
之
憂
、
今
存

干

江
戸
□
□
、
恐
不
過

干

十
本
焉
」
と
有
り
、
是
れ
は
天
明
八

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

年
（
一
七
八
八
）
に
此
書
を
蔵
し
て
居
た
人
物
が
、
記
し
て
置
い
た
も
の
で
あ
る
〉
と
み
え
る
（
他
の
二
つ
の
附
記
は
略
す
）
。

い
ず
れ
に
し
て
も
原
本
に
刊
年
は
み
え
ず
、
先
に
あ
げ
た
白
抜
き
（
白
字
）
に
よ
る
開
板
の
点
と
個
人
名
の
み
で
、
刊
行
者
の
解

題
も
慶
長
二
年
を
刊
年
と
誤
っ
て
の
べ
て
い
る
が
、
あ
え
て
い
え
ば
、〈
平
井
板
易
林
本
節
用
集
〉
で
、『
平
井
板

易
林
本

節
用
集
』
と
い
う
無
刊
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記
本
と
紹
介
す
べ
き
一
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
橋
本
進
吉
氏
が
、〈
「
易
林
本
節
用
集
」
に
は
二
種
あ
つ
て
…
…
〉
と
の
べ
て
い
る

点
は
現
時
点
で
は
訂
正
す
べ
き
で
、〈
慶
長
十
五
年
開
板
〉
と
刊
年
を
明
示
し
て
刻
し
た
一
本
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
刊
本
は
私
ど

も
が
、『
小
山
板

易
林
本

節
用
集
』
（
影
印
本
）
と
し
て
出
版
し
た
一
本
で
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
慶
長
十
五
年
と
、
刊
年
を
明
白
に
刻
し
た
刊

本
は
こ
の
小
山
板
の
み
で
、
書
誌
的
に
は
、〈
二
種
〉
で
は
な
く
三
種
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
詳
細
は
同
影
印
本
の
解
説
を
参
照

、
、

さ
れ
た
い
）
。
む
し
ろ
現
存
本
で
明
白
に
刊
年
、
刊
記
を
刻
し
た
『
易
林
本
節
用
集
』
は
こ
の
〈
小
山
板
〉
の
一
本
の
み
か
と
思
う
。

な
お
橋
本
進
吉
氏
の
解
説
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
影
印
本
を
一
見
す
れ
ば
判
明
で
き
る
よ
う
に
、〈
帝
室
の
御
物
〉
と
い

う
一
本
で
、
現
在
は
、〈
書
陵
部
〉
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
落
丁
が
あ
っ
て
、
原
本
を
私
が
書
陵
部
に
い
た
と
き
に
披
閲
し
た
が
、
そ
の

、
、

部
分
を
補
写
し
て
挿
入
し
た
こ
と
を
見
出
し
て
、
唖
然
と
し
た
思
い
出
が
あ
る
。
影
印
本
で
も
よ
く
見
る
と
、
刻
字
の
文
字
と
、
生

、
、

ま
の
書
き
字
で
の
、
書
写
文
字
の
補
訂
の
見
え
る
丁
と
は
、
字
体
の
異
な
り
が
判
別
で
き
る
。〈
解
題
〉
も
〈
解
説
〉
も
、
こ
の
点
、
一

言
こ
と
わ
っ
て
お
く
べ
き
で
、
明
示
し
て
い
な
い
の
は
、
書
誌
的
に
も
ま
こ
と
に
不
備
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
て
、『
運
歩
』
は
、
同
影
印
本
の
〈
解
題
〉
（
こ
れ
は
単
に
解
題
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
論
考
と
い
う
べ
き
内
容
で
あ
る
）
は
、

詳
細
を
き
わ
め
、
研
究
考
察
す
べ
き
点
を
明
示
し
て
い
る
好
論
文
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
一
端
も
紹
介
批
判
さ
れ
て
お
り
、
問
題

点
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
同
氏
が
、〈
本
書
を
、
文
字
生
活
、
言
語
生
活
の
資
料
と
し
て
、
改
め
て
検
討
し
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
〉
と
、
反
省
の
弁
を
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
運
歩
』
の
漢
字
、
そ
の
書
体
や
語
彙
に
は
ま
だ
手
つ
か
ず

と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
言
語
生
活
―
―
『
運
歩
』
中
に
、〈
士
農
工
商
〉
の
言
葉
が
見
え
る
が
、
私
は
〈
公
・
士
／
農
工
商
〉
と
支

配
者
に
、〈
士
〉
の
み
で
な
く
、〈
公
（
地
下
人
、
歌
学
者
、
学
僧
な
ど
）
〉
を
想
定
、
加
え
―
―
す
な
わ
ち
、『
運
歩
』
の
構
想
、
具
体
的

に
は
、『
運
歩
』
を
生
ん
だ
中
世
、
そ
の
言
語
社
会
の
語
彙
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
い
、
拙
文
を
つ
づ
っ
た
次
第
。
ま
た
解
題
者
安

田
章
氏
紹
介
の
、〈
三

他
書
と
の
関
係
〉
の
一
部
で
、〈
山
田
忠
雄
氏
も
、
節
用
集
→
運
歩
の
線
よ
り
は
寧
ろ
、
運
歩
→
節
用
の
線
の

方
が
妥
当
な
る
か
に
見
え
る
〉
と
「
弘
治
二
年
本
類
の
節
用
集
」
な
ど
を
あ
げ
て
、
従
来
と
は
逆
の
関
係
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
〉
（
同

解
題
の
十
九
頁
）
と
紹
介
、
こ
の
点
は
、
私
も
山
田
忠
雄
氏
の
推
定
に
賛
成
で
あ
る
。
さ
ら
に
私
は
、〈
節
用
→
運
歩
・
運
歩
→
節
用
〉

（3） （2）
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の
想
定
の
線
と
は
別
に
、
江
戸
期
な
が
ら
内
容
的
に
は
、『
和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
』
的
な
も
の
に
こ
そ
展
開
す
べ
き
性
格
を
も

っ
た
作
品
で
、
内
容
的
に
も
第
三
の
関
係
を
推
測
、
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
辞
（
字
）
書
と
い
う
よ
り
、
や
は
り
『
運
歩
』
は
、
個
人

的
記
述
の
備
忘
的
語
彙
集
ノ
ー
ト
（
固
有
名
詞
の
類
を
ふ
く
め
）
と
考
え
、〈
辞
書
〉
と
は
い
え
ぬ
レ
ベ
ル
の
異
質
な
書
と
推
断
し

て
い
る
。

著
者
は
当
時
の
節
用
集
類
（
未
発
見
の
も
の
な
ど
を
含
め
て
）
の
活
用
披
閲
な
ど
よ
り
も
、
最
終
的
に
は
む
し
ろ
往
来
物
の
類

、
、
、

を
披
閲
、
活
用
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
私
見
を
の
べ
た
い
。
本
稿
で
は
『
運
歩
』
を
『
古
典
易
林
本
』
な

ど
の
類
と
は
無
縁
の
語
の
蒐
集
や
構
想
を
認
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
考
察
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
い
ち
お
う
は
比
較
す
べ
く
、
研
究

対
象
と
し
て
、『
古
典
易
林
本
』
と
い
う
節
用
集
を
選
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
『
運
歩
』
と
『
古
典
易
林
本
』
と
を
比
較
考

察
し
て
、
私
見
の
一
端
を
披
露
し
て
お
く
。

（
２
）

考
察
の
対
象
は
『
運
歩
』
（
運
と
略
称
）
の
〈
免
（
メ
）
〉
の
部
と
『
古
典
易
林
本
』
（
易
と
略
称
）
の
〈
女
（
メ
）
〉
の
部
の
語
彙
を

と
り
あ
げ
る
。
但
し
こ
れ
に
は
、
後
者
が
部
門
に
分
け
て
い
る
構
成
の
点
を
考
慮
し
た
い
。
以
下
必
要
に
よ
り
、
（

）
に
そ
の
部

門
名
を
示
す
。

○
運
：
眵

易
：

眵

（
支
躰
）
。
メ
ク
ソ
は
目
糞
、
メ
ア
カ
は
目
垢
と
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
も
の
な
が
ら
、
語
と
し
て
異
な
る
。
こ
の
点

メ
ク
ソ

メ
ア
カ

は
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
〈
運
〉
の
方
が
、
俗
語
的
で
一
段
低
い
中
世
的
な
言
語
社
会
を
示
す
例
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
〈
易
（
言
語
）
〉
に
、〈

圍

・
珍

敷
〉
、〈
運
〉
に
は
、〈

囲

・
珎
敷
〉
と
あ
り
、
こ
と
に
〈
運
〉
に
は
漢
字
の
略

メ
グ
ル

メ
ツ
ラ
シ
ク

カ
コ
ム
〳
カ
ヨ
ウ
（
左
）

メ
ヅ
ラ
シ

体
が
目
立
つ
。
他
の
部
で
も
、〈

尸

・
門
・

㒵

・
風
・
体
・
国
（
〈
易
〉
で
は

と
シ
ナ
の
漢
字
）
・
炉
・
万
・

（
弟
）
・

・
尽

カ
バ
ネ

カ
ド

カ
ヲ
ヨ
シ

カ
ゼ

タ
イ

ク
ニ

ロ

バ
ン

ヲ
ト
ヽ

イ
ナ

ジ
ン

・
栄
（
栄

）
〉
な
ど
、
ご
く
一
般
的
に
み
え
、〈
運
〉
は
こ
の
略
体
が
中
心
と
い
え
、
必
ず
し
も
正
確
な
略
し
方
で
は
な
い
。
ま
た
、

エ
イ

エ
イ
グ
ワ

〈

吊

亡
者
ヲ

・

・

・

・

・

〉
な
ど
、〈
俗
字
〉
の
〈
辻
〉
な
ど
、〈
和
字
〉
な
ど
も
み
る
が
、
い
ず
れ
も
正
し
い
略
し
方
、
く

ト
フ
ラ
ウ

ハ
ン

カ
ス

ト
ク
ル

ハ
ナ
ツ

イ

ツ
ジ

ず
し
方
で
は
な
く
、
自
己
流
で
、〈
易
〉で
は
、〈
弔

―

二

死

人
ヲ

一

也
〉
（
言
語
）
〈
ト
フ
ラ
フ
〉
と
、
正
体
の
〈
弔
〉
の
み
で
示
す
点
な
ど
、
両
者
の

同
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異
な
り
は
明
確
で
あ
ろ
う
。〈
運
〉
が
一
般
に
よ
り
低
い
階
層
社
会
、
ま
た
個
人
的
に
ま
と
も
な
漢
字
字
体
の
学
習
も
な
く
、
認
識
な

し
に
使
用
す
る
な
ど
、
い
さ
さ
か
い
い
加
減
で
日
常
生
活
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
点
、
学
習
し
た
〈
易
〉
と
は
異
な
る
。
な
お

、
、
、
、

漢
字
字
体
な
ど
は
の
ち
に
再
び
ふ
れ
る
。

さ
ら
に
語
彙
の
場
合
を
一
見
す
る
と
、〈
運
・
易
〉
と
も
に
、〈
忪

柾
〈
運
〉
・

忪

、
悸
〈
易
〉
〉
と
か
、〈
太
皈

大
疋
遊
仙
窟

太
火

ム
ナ
サ
ハ
ギ

ム
ナ
サ
ハ
ギ

同

ヒ
タ
ス
ラ

同

同

疋
女

疋
如
河
海

直
平

一
向
（
以
上〈
運
〉）
〉
／
混
空

大
戀

平
天

浸空

〈
以
上
〈
易
〉
〉
の
よ
う
に
、
共
通
し
た
同
語
彙
―
―
但
し
、
漢

同

同

同

同

ヒ
タ
ブ
ル

同

ヒ
タ
ソ
ラ

字
表
記
は
別
。
中
世
的
語
彙
〈
平
天
〉
が
〈
運
〉
に
見
え
ぬ
点
は
む
し
ろ
注
意
し
て
お
き
た
い
―
―
が
み
ら
れ
る
。
ヒ
タ
ス
ラ
→
ヒ
タ
ブ

ヒ
タ
ソ
ラ

ル
→
ヒ
タ
ソ
ラ
の
語
形
変
化
と
思
わ
れ
る
が
、
ヒ
タ
ス
ラ
は
古
代
よ
り
現
代
ま
で
一
貫
し
て
お
り
、
私
個
人
で
は
、〈
只
管
〉
を
も

ヒ
タ
ス
ラ

つ
。
し
か
し
用
字
の
漢
字
語*

に
あ
っ
て
異
な
る
。
つ
ぎ
に
、〈
面
（
靣
と
も
）
〉
に
あ
っ
て
も
一
考
し
た
い
。

（3）

〈
運
〉
の
〈
面
〻
・
面
箱
・
面
倒
〉
な
ど
は
、〈
易
〉
に
見
え
ず
、〈
易
〉
に
は
、〈
面
倒
〉
は
な
く
〈
迷
倒
〉
が
あ
っ
て
、
両
者
の
属
す
る
言

メ
ン

バ
コ

ダ
ウ

メ
イ
タ
ウ

語
社
会
を
異
に
す
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。〈
面
〻
〉
は
『
平
家
物
語
』
に
み
え
る
な
ど
、
こ
の
時
代
に
新
し
く
出
現
し
た
用
字
で
あ
ろ
う

メ
ン
〳
〵

か
。〈
綿
密
〉
も
両
者
に
み
え
る
が
、〈
易
〉
に
、〈
綿
〻
密
〻
〉
と
細
字
註
と
し
て
み
え
る
の
で
、
メ
ン

く
の
修
飾
的
用
法
か
ら
熟
語
と
し
て

メ
ン
ミ
ツ

成
立
し
た
か
も
し
れ
な
い
。〈
目
〉
も
両
者
と
も
、〈
目
安
〉
を
み
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
語
で
、〈
目
安
書
・
目
安
状
〉
な
ど
か

メ

メ

ヤ
ス

ら
の
用
語
で
あ
ろ
う
が
、〈
運
〉
に
、〈
目-

出
〉
、〈
易
〉
に
、〈
目
出
度
〉
と
あ
り
、
こ
の
時
代
の
表
記
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
前
者
に
は
細
字
双

メ
デ

タ
シ

メ

デ

タ

ク

行
の
註
文
で
、
天
照
大
神
岩
戸
ニ

引
籠
り
、
や
が
て
神
楽
を
き
い
て
岩
戸
を
開
き
出
給
う
―
―
諸
神
喜
ん
で
、〈
目
出
〉
と
い
っ
た
こ
と
か
ら

メ
デ
タ
シ

と
由
来
を
説
明
。
今
に
祝
事
に
、〈
目
出
〉
と
い
う
と
あ
る
。〈
易
〉
は
こ
う
し
た
註
文
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ま
た
〈
運
〉
に
は
、〈
目

薬

・
目
付
〉

メ

グ
ス
リ

メ

ツ
ケ

が
見
え
る
が
、
前
者
は
こ
の
こ
ろ
、〈
目
医
師
〉
も
出
現
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
当
時
の
生
活
の
一
端
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
と

く

す

し

も
に
〈
易
〉
に
は
み
え
な
い
）
。
ま
た
先
に
あ
げ
た
〈
面
倒
〉
（
運
）
と
〈
迷
倒
〉
（
易
。『
岩波

古
語
辞
典
』
に
は
み
え
ぬ
）
を
考
え
る
と
、
お
そ

ダ
ウ

メ
イ
タ
ウ

ら
く
、
迷
倒
→
面
倒
と
変
じ
た
語
形
と
思
わ
れ
る
の
で
、〈
運
〉
は
俗
用
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
も
そ
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
〈
面
倒
〉

が
一
般
的
と
な
り
、
江
戸
期
に
は
、〈
迷
倒
〉
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。『
岩波

古
語
辞
典
』
に
、〈
面
倒
〉
を
〈
メ
ン
は
目
の
転
で
、
だ
う
は
手、

め
ん
だ
う

メ

間
だ
う
〉
な
ど
、
近
松
の
作
品
を
引
用
し
て
接
尾
語
と
説
明
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
か
。〈
迷
惑
、
迷
倒
〉
の
〈
易
〉
を
支
持
し
た

、

メ
イ
ワ
ク

メ
イ
ダ
ウ

（5） （4）
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の
想
定
の
線
と
は
別
に
、
江
戸
期
な
が
ら
内
容
的
に
は
、『
和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
』
的
な
も
の
に
こ
そ
展
開
す
べ
き
性
格
を
も

っ
た
作
品
で
、
内
容
的
に
も
第
三
の
関
係
を
推
測
、
想
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
辞
（
字
）
書
と
い
う
よ
り
、
や
は
り
『
運
歩
』
は
、
個
人

的
記
述
の
備
忘
的
語
彙
集
ノ
ー
ト
（
固
有
名
詞
の
類
を
ふ
く
め
）
と
考
え
、〈
辞
書
〉
と
は
い
え
ぬ
レ
ベ
ル
の
異
質
な
書
と
推
断
し

て
い
る
。

著
者
は
当
時
の
節
用
集
類
（
未
発
見
の
も
の
な
ど
を
含
め
て
）
の
活
用
披
閲
な
ど
よ
り
も
、
最
終
的
に
は
む
し
ろ
往
来
物
の
類

、
、
、

を
披
閲
、
活
用
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
あ
ら
た
め
て
私
見
を
の
べ
た
い
。
本
稿
で
は
『
運
歩
』
を
『
古
典
易
林
本
』
な

ど
の
類
と
は
無
縁
の
語
の
蒐
集
や
構
想
を
認
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
考
察
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
い
ち
お
う
は
比
較
す
べ
く
、
研
究

対
象
と
し
て
、『
古
典
易
林
本
』
と
い
う
節
用
集
を
選
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
『
運
歩
』
と
『
古
典
易
林
本
』
と
を
比
較
考

察
し
て
、
私
見
の
一
端
を
披
露
し
て
お
く
。

（
２
）

考
察
の
対
象
は
『
運
歩
』
（
運
と
略
称
）
の
〈
免
（
メ
）
〉
の
部
と
『
古
典
易
林
本
』
（
易
と
略
称
）
の
〈
女
（
メ
）
〉
の
部
の
語
彙
を

と
り
あ
げ
る
。
但
し
こ
れ
に
は
、
後
者
が
部
門
に
分
け
て
い
る
構
成
の
点
を
考
慮
し
た
い
。
以
下
必
要
に
よ
り
、
（

）
に
そ
の
部

門
名
を
示
す
。

○
運
：
眵

易
：

眵

（
支
躰
）
。
メ
ク
ソ
は
目
糞
、
メ
ア
カ
は
目
垢
と
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
も
の
な
が
ら
、
語
と
し
て
異
な
る
。
こ
の
点

メ
ク
ソ

メ
ア
カ

は
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
〈
運
〉
の
方
が
、
俗
語
的
で
一
段
低
い
中
世
的
な
言
語
社
会
を
示
す
例
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
〈
易
（
言
語
）
〉
に
、〈

圍

・
珍

敷
〉
、〈
運
〉
に
は
、〈

囲

・
珎
敷
〉
と
あ
り
、
こ
と
に
〈
運
〉
に
は
漢
字
の
略

メ
グ
ル

メ
ツ
ラ
シ
ク

カ
コ
ム
〳
カ
ヨ
ウ
（
左
）

メ
ヅ
ラ
シ

体
が
目
立
つ
。
他
の
部
で
も
、〈

尸

・
門
・

㒵

・
風
・
体
・
国
（
〈
易
〉
で
は

と
シ
ナ
の
漢
字
）
・
炉
・
万
・

（
弟
）
・

・
尽

カ
バ
ネ

カ
ド

カ
ヲ
ヨ
シ

カ
ゼ

タ
イ

ク
ニ

ロ

バ
ン

ヲ
ト
ヽ

イ
ナ

ジ
ン

・
栄
（
栄

）
〉
な
ど
、
ご
く
一
般
的
に
み
え
、〈
運
〉
は
こ
の
略
体
が
中
心
と
い
え
、
必
ず
し
も
正
確
な
略
し
方
で
は
な
い
。
ま
た
、

エ
イ

エ
イ
グ
ワ

〈

吊

亡
者
ヲ

・

・

・

・

・

〉
な
ど
、〈
俗
字
〉
の
〈
辻
〉
な
ど
、〈
和
字
〉
な
ど
も
み
る
が
、
い
ず
れ
も
正
し
い
略
し
方
、
く

ト
フ
ラ
ウ

ハ
ン

カ
ス

ト
ク
ル

ハ
ナ
ツ

イ

ツ
ジ

ず
し
方
で
は
な
く
、
自
己
流
で
、〈
易
〉で
は
、〈
弔

―

二

死

人
ヲ

一

也
〉
（
言
語
）
〈
ト
フ
ラ
フ
〉
と
、
正
体
の
〈
弔
〉
の
み
で
示
す
点
な
ど
、
両
者
の

同
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異
な
り
は
明
確
で
あ
ろ
う
。〈
運
〉
が
一
般
に
よ
り
低
い
階
層
社
会
、
ま
た
個
人
的
に
ま
と
も
な
漢
字
字
体
の
学
習
も
な
く
、
認
識
な

し
に
使
用
す
る
な
ど
、
い
さ
さ
か
い
い
加
減
で
日
常
生
活
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
点
、
学
習
し
た
〈
易
〉
と
は
異
な
る
。
な
お

、
、
、
、

漢
字
字
体
な
ど
は
の
ち
に
再
び
ふ
れ
る
。

さ
ら
に
語
彙
の
場
合
を
一
見
す
る
と
、〈
運
・
易
〉
と
も
に
、〈
忪

柾
〈
運
〉
・

忪

、
悸
〈
易
〉
〉
と
か
、〈
太
皈

大
疋
遊
仙
窟

太
火

ム
ナ
サ
ハ
ギ

ム
ナ
サ
ハ
ギ

同

ヒ
タ
ス
ラ

同

同

疋
女

疋
如
河
海

直
平

一
向
（
以
上〈
運
〉）
〉
／
混
空

大
戀

平
天

浸空

〈
以
上
〈
易
〉
〉
の
よ
う
に
、
共
通
し
た
同
語
彙
―
―
但
し
、
漢

同

同

同

同

ヒ
タ
ブ
ル

同

ヒ
タ
ソ
ラ

字
表
記
は
別
。
中
世
的
語
彙
〈
平
天
〉
が
〈
運
〉
に
見
え
ぬ
点
は
む
し
ろ
注
意
し
て
お
き
た
い
―
―
が
み
ら
れ
る
。
ヒ
タ
ス
ラ
→
ヒ
タ
ブ

ヒ
タ
ソ
ラ

ル
→
ヒ
タ
ソ
ラ
の
語
形
変
化
と
思
わ
れ
る
が
、
ヒ
タ
ス
ラ
は
古
代
よ
り
現
代
ま
で
一
貫
し
て
お
り
、
私
個
人
で
は
、〈
只
管
〉
を
も

ヒ
タ
ス
ラ

つ
。
し
か
し
用
字
の
漢
字
語*

に
あ
っ
て
異
な
る
。
つ
ぎ
に
、〈
面
（
靣
と
も
）
〉
に
あ
っ
て
も
一
考
し
た
い
。

（3）

〈
運
〉
の
〈
面
〻
・
面
箱
・
面
倒
〉
な
ど
は
、〈
易
〉
に
見
え
ず
、〈
易
〉
に
は
、〈
面
倒
〉
は
な
く
〈
迷
倒
〉
が
あ
っ
て
、
両
者
の
属
す
る
言

メ
ン

バ
コ

ダ
ウ

メ
イ
タ
ウ

語
社
会
を
異
に
す
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。〈
面
〻
〉
は
『
平
家
物
語
』
に
み
え
る
な
ど
、
こ
の
時
代
に
新
し
く
出
現
し
た
用
字
で
あ
ろ
う

メ
ン
〳
〵

か
。〈
綿
密
〉
も
両
者
に
み
え
る
が
、〈
易
〉
に
、〈
綿
〻
密
〻
〉
と
細
字
註
と
し
て
み
え
る
の
で
、
メ
ン

く
の
修
飾
的
用
法
か
ら
熟
語
と
し
て

メ
ン
ミ
ツ

成
立
し
た
か
も
し
れ
な
い
。〈
目
〉
も
両
者
と
も
、〈
目
安
〉
を
み
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
語
で
、〈
目
安
書
・
目
安
状
〉
な
ど
か

メ

メ

ヤ
ス

ら
の
用
語
で
あ
ろ
う
が
、〈
運
〉
に
、〈
目-

出
〉
、〈
易
〉
に
、〈
目
出
度
〉
と
あ
り
、
こ
の
時
代
の
表
記
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
前
者
に
は
細
字
双

メ
デ

タ
シ

メ

デ

タ

ク

行
の
註
文
で
、
天
照
大
神
岩
戸
ニ

引
籠
り
、
や
が
て
神
楽
を
き
い
て
岩
戸
を
開
き
出
給
う
―
―
諸
神
喜
ん
で
、〈
目
出
〉
と
い
っ
た
こ
と
か
ら

メ
デ
タ
シ

と
由
来
を
説
明
。
今
に
祝
事
に
、〈
目
出
〉
と
い
う
と
あ
る
。〈
易
〉
は
こ
う
し
た
註
文
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ま
た
〈
運
〉
に
は
、〈
目

薬

・
目
付
〉

メ

グ
ス
リ

メ

ツ
ケ

が
見
え
る
が
、
前
者
は
こ
の
こ
ろ
、〈
目
医
師
〉
も
出
現
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
当
時
の
生
活
の
一
端
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
と

く

す

し

も
に
〈
易
〉
に
は
み
え
な
い
）
。
ま
た
先
に
あ
げ
た
〈
面
倒
〉
（
運
）
と
〈
迷
倒
〉
（
易
。『
岩波

古
語
辞
典
』
に
は
み
え
ぬ
）
を
考
え
る
と
、
お
そ

ダ
ウ

メ
イ
タ
ウ

ら
く
、
迷
倒
→
面
倒
と
変
じ
た
語
形
と
思
わ
れ
る
の
で
、〈
運
〉
は
俗
用
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
も
そ
う
で
あ
る
が
、
や
が
て
〈
面
倒
〉

が
一
般
的
と
な
り
、
江
戸
期
に
は
、〈
迷
倒
〉
な
ど
は
み
ら
れ
な
い
。『
岩波

古
語
辞
典
』
に
、〈
面
倒
〉
を
〈
メ
ン
は
目
の
転
で
、
だ
う
は
手、

め
ん
だ
う

メ

間
だ
う
〉
な
ど
、
近
松
の
作
品
を
引
用
し
て
接
尾
語
と
説
明
し
て
い
る
が
、
果
た
し
て
ど
う
か
。〈
迷
惑
、
迷
倒
〉
の
〈
易
〉
を
支
持
し
た

、

メ
イ
ワ
ク

メ
イ
ダ
ウ

（5） （4）

98
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い
。
語
彙
の
流
れ
か
ら
、〈
面
倒
〉
が
一
般
的
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
へ
ん
が
両
者
に
根
本
的
な
違
い
が
み
え
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

や
は
り
属
す
る
言
語
社
会
の
異
な
り
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。〈
目
付
〉
（
運
）
な
ど
、〈
易
〉
に
な
い
点
も
参
考
に
で
き
よ
う
。

ツ
ケ

ま
た
バ
カ
（
現
代
、〈
馬
鹿
〉
と
書
く
語
）
は
、〈
運
〉
で
は
、〈
破
家
・
馬
鹿

指
レ

鹿
ヲ

曰

馬
ト

之
意
也

（
一
・
十
ウ
。
破
に
は
読
み
な
し
）
・
馬
嫁
〉

カ

バ

カ

同

と
あ
り
、〈
易
〉
で
は
、〈
破
家
狼
藉

義
也

馬
嫁
〉
と
あ
っ
て
、
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、〈
易
〉
に
は
〈
馬
鹿
〉
を
み
ず
、
当
時
と
し
て
は
、

バ

カ

バ

カ

『
雑
字
類
書
』
（
写
本
）
に
も
あ
る
が
、〈
運
〉
の
例
は
お
そ
ら
く
現
代
の
〈
馬
鹿
〉
の
初
出
と
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
江
戸
初
期
の
西

鶴
作
品
な
ど
に
、〈
破
家
〉
は
あ
っ
て
も
、〈
馬
鹿
〉
は
み
え
な
い
。
当
時
の
雑
字
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
な
る
か
。
こ
れ
は
俗
用
の
意
を

、
、

ふ
く
む
。〈
運
〉
の
属
す
る
社
会
や
語
の
位
相
ま
で
推
定
さ
れ
よ
う
。〈
易
〉
に
伝
統
的
な
点
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
〈
運
〉
の
貴
重

な
点
と
解
し
た
い
＊

。
（4）

〈
カ
ホ
・
ツ
ラ
〉
を
考
え
て
み
る
。
現
代
の
日
本
方
言
地
図
で
も
、
カ
ホ
は
〈
西
〉
に
新
し
く
、〈
東
〉
に
〈
ツ
ラ
〉
が
関
東
や
九
州
の
方

言
と
み
え
る
。
そ
れ
だ
け
〈
頬
〉
は
、
古
語
で
あ
っ
た
証
據
で
も
あ
り
、
伝
統
の
あ
る
古
代
か
ら
の
日
本
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の

ツ
ラ

新
し
い
〈
顔
〉
は
、〈
運
〉
に
は
、
二
次
的
に
、〈
顔
〉
と
か
、
正
規
に
は
、〈

㒵

〉
で
み
え
る
が
、
の
ち
、
近
世
初
期
―
―
た
と
え
ば
西
鶴
作

か
お

カ
ホ

カ
ヲ
ヨ
シ

品
な
ど
―
―
で
も
、
カ
ホ
は
、〈
㒵
〉
が
一
般
的
表
記
で
あ
る
。〈
運
〉
も
〈
易
〉
と
と
も
に
、
伝
統
的
、
正
規
の
〈
頬
〉
と
あ
る
の
は
言
語

ツ
ラ

史
的
、
社
会
的
に
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
が
伝
統
的
で
あ
り
、
日
本
語
と
し
て
も
正
当
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
〈
易
〉
に
は
、〈
靣
・
顔
〉

カ
ホ

カ
ホ

と
新
し
い
語
形
の
み
え
る
点
、
や
は
り
〈
運
〉
よ
り
正
式
と
い
う
か
、
こ
の
時
代
で
は
も
は
や
、
ツ
ラ
よ
り
カ
ホ
が
標
準
的
と
な
っ
て

き
た
証
し
で
あ
り
、〈
顔
〉
の
出
現
で
あ
る
。
方
言
的
で
は
な
い
新
し
い
都
の
言
葉
を
反
映
し
、
ツ
ラ
は
方
言
化
し
て
い
る
と
い
え

る
。〈
運
〉
の
語
彙
を
話
す
人
び
と
は
、
や
や
下
層
と
い
う
か
、
低
い
社
会
の
人
び
と
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
〈
易
〉
や
〈
運
〉
の
編

集
、
成
立
し
た
十
六
世
紀
は
、
も
は
や
ツ
ラ
は
卑
語
と
か
方
言
的
に
、
都
人
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
低
い
語
格
と
も
い
え

、
、

る
か
。〈
易
〉
は
、〈
運
〉
よ
り
保
守
的
層
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
他
に
〈
易
〉
の
〈
玉
門
・
開
〉
な
ど
は
、
古
代
か
ら
の
伝
統
的
用
字
を

ツ

ビ

同

示
し
、
高
級
で
も
あ
っ
て
、〈
運
〉
に
み
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
ツ
ラ
、
カ
ホ
と
み
え
る
〈
易
〉
と
、
同
じ
支
配
階
級

の
、
す
こ
し
あ
ら
た
ま
っ
た
こ
と
ば
の
使
用
層
と
推
定
で
き
そ
う
な
用
語
で
あ
る
。
ツ
ハ
（
ワ
）
リ
な
ど
も
、
伝
統
的
な
〈
擇
食
〉

ツ

ハ

リ
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が
、〈
運
・
易
〉
の
両
方
に
み
え
る
点
は
、
ま
さ
し
く
古
代
よ
り
延
長
の
像
を
示
す
が
、〈
運
〉
の
〈
求

（
食
の
異
体
）
〉
と
訛
り
語
形
、

ツ

ワ

イ

ツ
ワ
イ
で
み
え
る
点
、
や
は
り
〈
運
〉
の
用
字
は
、〈
易
〉
よ
り
一
段
低
い
階
層
社
会
の
人
び
と
の
言
語
生
活
の
反
映
を
推
測
さ
せ
よ

う
。
な
お
〈
運
・
易
〉
と
も
に
、〈
悪
阻
〉
は
見
え
な
い
（
こ
れ
は
シ
ナ
語
語
彙
な
の
で
、
江
戸
期
の
用
字
で
あ
ろ
う
）
。

ツ

ハ

リ

も
う
一
例
、
同
類
の
ト
ツ
グ
を
あ
げ
て
お
く
。〈
運
〉
は
〈

嫁

言
ハ
女
人
ノ
適
二

夫
家
ニ一
如
シレ

二

己
カ
家
ニ一
故
ニ
同
レ
―カ
ヘ
ル
ト

レ
―
ニ
〉
と
近
世
的
意
味
用
法
と
み
え
る
。

ト
ツ
カ
ウ

同

し
か
し
〈
易
〉
に
は
註
文
な
く
、〈

嫁

婚

〉
と
三
語
を
あ
げ
る
。
ト
ツ
グ
は
ま
さ
に
ト
・
ツ
グ
で
、
男
女
の
性
の
営
み
、
性
交
を
示
し

ト
ツ
グ

同

同

た
。〈
嫁
〉
は
祝
詞
な
ど
に
も
み
え
る
よ
う
で
あ
る
が
、
の
ち
、
江
戸
初
期
の
『
和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
』
に
は
、〈
交
接
、
嫁
〉
が

ト

ツ

グ

同

み
え
る
（
〈
運
〉
に
は
〈
交
接
〉
が
み
え
る
）
。

ツ

ル

ム

漢
字
、〈
嫁(

家
ト
女
ヲ
結
ビ
ツ
ケ
ル
意
味)

〉
、
す
な
わ
ち
日
本
人
と
シ
ナ
の
人
と
は
根
本
的
に
異
な
る
考
え
を
示
す
点
も
理
解
し

カ

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
江
戸
初
期
ま
で
、〈

嫁

＝
交
接
〉
の
思
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
江
戸
期
の
儒
教
教
育
は
や
が
て
、
急

ト
ツ
ギ

速
に
日
本
社
会
は
女
が
家
ニ
入
ル
思
想
、
漢
字
概
念
の
普
及
、
徹
底
に
よ
っ
て
、〈
交
接
〉
の
真
意
が
忘
れ
ら
れ
て
今
日
に
至
る
と
思

ト

ツ

グ

う
。
い
わ
ば
、
十
六
、
七
世
紀
が
、
そ
の
一
つ
の
分
水
嶺
で
、〈
運
〉
の
細
字
註
文
は
貴
重
で
あ
ろ
う
。〈
運
〉
で
〈
婦

夫

〉
と
あ
り
、

メ

ヲ
ツ
ト

〈
易
〉
で
、〈
妻
夫
・
夫
婦
〉
と
あ
る
な
ど
背
後
の
教
養
の
落
差
も
推
測
さ
せ
る
。

メ

ヲ
ト

同

○
〈
運
〉
に
、〈
毛
嫌
〉
（
二
・
四
四
オ
）
の
み
え
る
こ
と
は
、
一
つ
の
大
収
穫
で
あ
る
。
原
本
で
は
、〈
毛
嫌
〉
と
み
え
て
、
ケ
ギ
ラ
イ

ケ
ギ
ラ
イ

キ
ラ
イ

と
読
み
と
っ
た
。『
岩波

古
語
辞
典
』
、
講
談
社
『
江
戸
語
の
辞
典
』
、
ヘ
ボ
ン
『
語
林
集
成
』
に
も
見
え
ず
、
ご
く
新
し
い
言
葉
で
、〈
毛
〉
は

ケ

〈
気
〉
の
転
か
？
な
ど
と
考
え
て
い
た
。『
広
辞
苑
』
は
、
出
典
を
あ
げ
ず
、〈
毛
獣
が
相
手
の
け
な
み
に
よ
っ
て
す
き
き
ら
い
す
る
〉
と

キ

（
マ
マ
）

解
を
示
す
。
鳥
獣
に
も
そ
ん
な
好
悪
を
区
別
す
る
英
智
が
あ
る
の
か
？
し
か
し
、
研
究
社
『
国
語
新
辞
典
』
（
昭
和
二
十
六
年
初
版
）

に
、〈
毛
嫌
い

闘
鶏
で
鶏
が
相
手
の
鶏
の
毛
並
み
を
嫌
っ
て
蹴
合
わ
ぬ
こ
と
か
ら
、
何
と
い
う
理
由
も
な
く
気
分
的
に
嫌
う
こ
と

け

ぎ
ら

antipathy

〉
と
み
え
る
。
こ
れ
だ
と
や
は
り
、〈
毛
〉
と
関
係
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
も
出
典
は
み
え
ず
、

〈
闘
鶏
〉
と
あ
る
の
で
、
鎌
倉
期
―
―
か
の
有
名
な
北
条
高
時
が
こ
れ
を
好
ん
だ
と
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
―
―
の
語
か
と
推
定
で
き
る

ト
ウ
ケ
イ

（
鶏
合
せ
で
は
古
代
に
既
に
み
え
る
が
）
。『
運
歩
色
葉
集
』
の
も
つ
位
相
、
編
集
者
の
属
す
る
社
会
、
個
人
の
言
語
体
系
を
暗
示
す

と
り
あ
わ

（7） （6）

鹿
リ
ヨ
ク

鹿シ
カ

97
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い
。
語
彙
の
流
れ
か
ら
、〈
面
倒
〉
が
一
般
的
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
へ
ん
が
両
者
に
根
本
的
な
違
い
が
み
え
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

や
は
り
属
す
る
言
語
社
会
の
異
な
り
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。〈
目
付
〉
（
運
）
な
ど
、〈
易
〉
に
な
い
点
も
参
考
に
で
き
よ
う
。

ツ
ケ

ま
た
バ
カ
（
現
代
、〈
馬
鹿
〉
と
書
く
語
）
は
、〈
運
〉
で
は
、〈
破
家
・
馬
鹿

指
レ

鹿
ヲ

曰

馬
ト

之
意
也

（
一
・
十
ウ
。
破
に
は
読
み
な
し
）
・
馬
嫁
〉

カ

バ

カ

同

と
あ
り
、〈
易
〉
で
は
、〈
破
家
狼
藉

義
也

馬
嫁
〉
と
あ
っ
て
、
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、〈
易
〉
に
は
〈
馬
鹿
〉
を
み
ず
、
当
時
と
し
て
は
、

バ

カ

バ

カ

『
雑
字
類
書
』
（
写
本
）
に
も
あ
る
が
、〈
運
〉
の
例
は
お
そ
ら
く
現
代
の
〈
馬
鹿
〉
の
初
出
と
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
江
戸
初
期
の
西

鶴
作
品
な
ど
に
、〈
破
家
〉
は
あ
っ
て
も
、〈
馬
鹿
〉
は
み
え
な
い
。
当
時
の
雑
字
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
な
る
か
。
こ
れ
は
俗
用
の
意
を

、
、

ふ
く
む
。〈
運
〉
の
属
す
る
社
会
や
語
の
位
相
ま
で
推
定
さ
れ
よ
う
。〈
易
〉
に
伝
統
的
な
点
を
み
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
〈
運
〉
の
貴
重

な
点
と
解
し
た
い
＊

。
（4）

〈
カ
ホ
・
ツ
ラ
〉
を
考
え
て
み
る
。
現
代
の
日
本
方
言
地
図
で
も
、
カ
ホ
は
〈
西
〉
に
新
し
く
、〈
東
〉
に
〈
ツ
ラ
〉
が
関
東
や
九
州
の
方

言
と
み
え
る
。
そ
れ
だ
け
〈
頬
〉
は
、
古
語
で
あ
っ
た
証
據
で
も
あ
り
、
伝
統
の
あ
る
古
代
か
ら
の
日
本
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
の

ツ
ラ

新
し
い
〈
顔
〉
は
、〈
運
〉
に
は
、
二
次
的
に
、〈
顔
〉
と
か
、
正
規
に
は
、〈

㒵

〉
で
み
え
る
が
、
の
ち
、
近
世
初
期
―
―
た
と
え
ば
西
鶴
作

か
お

カ
ホ

カ
ヲ
ヨ
シ

品
な
ど
―
―
で
も
、
カ
ホ
は
、〈
㒵
〉
が
一
般
的
表
記
で
あ
る
。〈
運
〉
も
〈
易
〉
と
と
も
に
、
伝
統
的
、
正
規
の
〈
頬
〉
と
あ
る
の
は
言
語

ツ
ラ

史
的
、
社
会
的
に
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
が
伝
統
的
で
あ
り
、
日
本
語
と
し
て
も
正
当
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
〈
易
〉
に
は
、〈
靣
・
顔
〉

カ
ホ

カ
ホ

と
新
し
い
語
形
の
み
え
る
点
、
や
は
り
〈
運
〉
よ
り
正
式
と
い
う
か
、
こ
の
時
代
で
は
も
は
や
、
ツ
ラ
よ
り
カ
ホ
が
標
準
的
と
な
っ
て

き
た
証
し
で
あ
り
、〈
顔
〉
の
出
現
で
あ
る
。
方
言
的
で
は
な
い
新
し
い
都
の
言
葉
を
反
映
し
、
ツ
ラ
は
方
言
化
し
て
い
る
と
い
え

る
。〈
運
〉
の
語
彙
を
話
す
人
び
と
は
、
や
や
下
層
と
い
う
か
、
低
い
社
会
の
人
び
と
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
〈
易
〉
や
〈
運
〉
の
編

集
、
成
立
し
た
十
六
世
紀
は
、
も
は
や
ツ
ラ
は
卑
語
と
か
方
言
的
に
、
都
人
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
低
い
語
格
と
も
い
え

、
、

る
か
。〈
易
〉
は
、〈
運
〉
よ
り
保
守
的
層
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
他
に
〈
易
〉
の
〈
玉
門
・
開
〉
な
ど
は
、
古
代
か
ら
の
伝
統
的
用
字
を

ツ

ビ

同

示
し
、
高
級
で
も
あ
っ
て
、〈
運
〉
に
み
え
な
い
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
や
は
り
、
ツ
ラ
、
カ
ホ
と
み
え
る
〈
易
〉
と
、
同
じ
支
配
階
級

の
、
す
こ
し
あ
ら
た
ま
っ
た
こ
と
ば
の
使
用
層
と
推
定
で
き
そ
う
な
用
語
で
あ
る
。
ツ
ハ
（
ワ
）
リ
な
ど
も
、
伝
統
的
な
〈
擇
食
〉

ツ

ハ

リ

- 7 -

が
、〈
運
・
易
〉
の
両
方
に
み
え
る
点
は
、
ま
さ
し
く
古
代
よ
り
延
長
の
像
を
示
す
が
、〈
運
〉
の
〈
求

（
食
の
異
体
）
〉
と
訛
り
語
形
、

ツ

ワ

イ

ツ
ワ
イ
で
み
え
る
点
、
や
は
り
〈
運
〉
の
用
字
は
、〈
易
〉
よ
り
一
段
低
い
階
層
社
会
の
人
び
と
の
言
語
生
活
の
反
映
を
推
測
さ
せ
よ

う
。
な
お
〈
運
・
易
〉
と
も
に
、〈
悪
阻
〉
は
見
え
な
い
（
こ
れ
は
シ
ナ
語
語
彙
な
の
で
、
江
戸
期
の
用
字
で
あ
ろ
う
）
。

ツ

ハ

リ

も
う
一
例
、
同
類
の
ト
ツ
グ
を
あ
げ
て
お
く
。〈
運
〉
は
〈

嫁

言
ハ
女
人
ノ
適
二

夫
家
ニ一
如
シレ

二

己
カ
家
ニ一
故
ニ
同
レ
―カ
ヘ
ル
ト

レ
―
ニ
〉
と
近
世
的
意
味
用
法
と
み
え
る
。

ト
ツ
カ
ウ

同

し
か
し
〈
易
〉
に
は
註
文
な
く
、〈

嫁

婚

〉
と
三
語
を
あ
げ
る
。
ト
ツ
グ
は
ま
さ
に
ト
・
ツ
グ
で
、
男
女
の
性
の
営
み
、
性
交
を
示
し

ト
ツ
グ

同

同

た
。〈
嫁
〉
は
祝
詞
な
ど
に
も
み
え
る
よ
う
で
あ
る
が
、
の
ち
、
江
戸
初
期
の
『
和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
』
に
は
、〈
交
接
、
嫁
〉
が

ト

ツ

グ

同

み
え
る
（
〈
運
〉
に
は
〈
交
接
〉
が
み
え
る
）
。

ツ

ル

ム

漢
字
、〈
嫁(

家
ト
女
ヲ
結
ビ
ツ
ケ
ル
意
味)

〉
、
す
な
わ
ち
日
本
人
と
シ
ナ
の
人
と
は
根
本
的
に
異
な
る
考
え
を
示
す
点
も
理
解
し

カ

て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
江
戸
初
期
ま
で
、〈

嫁

＝
交
接
〉
の
思
想
は
あ
っ
た
も
の
の
、
江
戸
期
の
儒
教
教
育
は
や
が
て
、
急

ト
ツ
ギ

速
に
日
本
社
会
は
女
が
家
ニ
入
ル
思
想
、
漢
字
概
念
の
普
及
、
徹
底
に
よ
っ
て
、〈
交
接
〉
の
真
意
が
忘
れ
ら
れ
て
今
日
に
至
る
と
思

ト

ツ

グ

う
。
い
わ
ば
、
十
六
、
七
世
紀
が
、
そ
の
一
つ
の
分
水
嶺
で
、〈
運
〉
の
細
字
註
文
は
貴
重
で
あ
ろ
う
。〈
運
〉
で
〈
婦

夫

〉
と
あ
り
、

メ

ヲ
ツ
ト

〈
易
〉
で
、〈
妻
夫
・
夫
婦
〉
と
あ
る
な
ど
背
後
の
教
養
の
落
差
も
推
測
さ
せ
る
。

メ

ヲ
ト

同

○
〈
運
〉
に
、〈
毛
嫌
〉
（
二
・
四
四
オ
）
の
み
え
る
こ
と
は
、
一
つ
の
大
収
穫
で
あ
る
。
原
本
で
は
、〈
毛
嫌
〉
と
み
え
て
、
ケ
ギ
ラ
イ

ケ
ギ
ラ
イ

キ
ラ
イ

と
読
み
と
っ
た
。『
岩波

古
語
辞
典
』
、
講
談
社
『
江
戸
語
の
辞
典
』
、
ヘ
ボ
ン
『
語
林
集
成
』
に
も
見
え
ず
、
ご
く
新
し
い
言
葉
で
、〈
毛
〉
は

ケ

〈
気
〉
の
転
か
？
な
ど
と
考
え
て
い
た
。『
広
辞
苑
』
は
、
出
典
を
あ
げ
ず
、〈
毛
獣
が
相
手
の
け
な
み
に
よ
っ
て
す
き
き
ら
い
す
る
〉
と

キ

（
マ
マ
）

解
を
示
す
。
鳥
獣
に
も
そ
ん
な
好
悪
を
区
別
す
る
英
智
が
あ
る
の
か
？
し
か
し
、
研
究
社
『
国
語
新
辞
典
』
（
昭
和
二
十
六
年
初
版
）

に
、〈
毛
嫌
い

闘
鶏
で
鶏
が
相
手
の
鶏
の
毛
並
み
を
嫌
っ
て
蹴
合
わ
ぬ
こ
と
か
ら
、
何
と
い
う
理
由
も
な
く
気
分
的
に
嫌
う
こ
と

け

ぎ
ら

antipathy

〉
と
み
え
る
。
こ
れ
だ
と
や
は
り
、〈
毛
〉
と
関
係
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
も
と
よ
り
、
こ
れ
に
も
出
典
は
み
え
ず
、

〈
闘
鶏
〉
と
あ
る
の
で
、
鎌
倉
期
―
―
か
の
有
名
な
北
条
高
時
が
こ
れ
を
好
ん
だ
と
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
―
―
の
語
か
と
推
定
で
き
る

ト
ウ
ケ
イ

（
鶏
合
せ
で
は
古
代
に
既
に
み
え
る
が
）
。『
運
歩
色
葉
集
』
の
も
つ
位
相
、
編
集
者
の
属
す
る
社
会
、
個
人
の
言
語
体
系
を
暗
示
す

と
り
あ
わ

（7） （6）

適
ユ
ク
ハ
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る
と
思
う
（
『
易
林
本
節
用
集
』
な
ど
に
は
み
え
ぬ
）
。
中
世
俗
語
で
は
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
同
じ
く
、
鶏
に
相
手
ノ
ト
リ
の
毛
の
好

ト
リ

悪
を
判
定
す
る
智
恵
が
果
た
し
て
あ
る
の
か
疑
問
。
愛
鳥
家
に
真
偽
を
う
か
が
い
た
い
と
思
う
。

〈
易
〉
の
〈
雲
脂
〉
（
人
倫
）
な
ど
、『
和
名
抄
』
に
み
え
る
が
、〈
運
〉
に
、〈
雲
胎
俗用

〉
と
あ
る
の
は
こ
の
時
代
に
俗
用
化
し
、
方
言
化
し
て
、

イ

ロ

コ

イ

ロ

コ

語
格
を
お
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
の
教
養
を
疑
わ
せ
る
＊

。
ま
た
、〈
運
〉
に
、〈
一

二
〉
と
あ
る
の
は
、〈
易
〉
の
〈
言
辞
〉
に

、
、

ツ
マ
ヒ
ラ
カ

（5）

も
、〈
一

二
〉
と
み
え
、
日
蓮
遺
文
に
も
み
え
て
、
両
者
が
同
じ
共
通
し
た
時
代
、
中
世
社
会
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な

ツ
マ
ヒ
ラ
カ

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
両
者
に
同
じ
中
世
と
い
う
時
代
、
社
会
の
語
彙
の
み
え
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
両
者
の
同
一
社

会
・
時
代
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、〈
運
〉
、〈
一
二
三
（
易
ハ
假
寐
）
一
〻
・
三
〻
〉
と
か
、〈
一
二
三
（
易

ウ

タ

タ

ネ

ウ
タ
ヽ
ネ

ツ
ク
〳
〵

ツ
ク
〳
〵

ケ
シ
ヤ
ウ
ブ
ミ

は

艶
書

）
・
十
三
・
若
〻
（
ホ
タ

く
は
『
岩波

古
語
辞
典
』
に
は
近
世
上
方
語
と
し
て
み
え
、
漢
字
表
記
は
み
え
ず
）
な
ど
の
み
え

ケ
シ
ヤ
ウ
ブ
ミ

ホ
タ
〳
〵

同

〳
〵

る
点
、
ま
た
〈
一

八
・
〳

〵

〉
と
と
も
に
、〈

丹
後

天
ノ

―

〉
は
、
珍
種
中
の
珍
種
で
あ
る
。
他
に
類
例
を
し
ら
ぬ
。
ま
だ
、〈
留

タ
ヽ
ケ
ハ
ヒ
ラ
ク

ト
サ
マ
カ
ウ
サ
マ

ハ
シ
ダ
テ

ル

主
〉
は
み
え
ず
、〈
留
守
〉
と
あ
り
、〈
運
〉
の
〈
侖
吾
（
論
語
）
〉
な
ど
は
、
抄
物
書
で
、
鎌
倉
時
代
よ
り
み
え
る
用
字
法
も
時
代
の
産

ス

ル

ス

物
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
字
体
を
問
題
に
す
る
が
、
略
字
・
異
体
字
を
区
別
な
く
と
り
出
し
て
お
く
。

釈
・
炉
・
偽
・
断
・

・

・
凢
（
凡
）
・

・
弥
・

（

・
濁
）
・

（
幽
）
・

（
飛
）
・
畧
・
営
・
昼
・

（
留
）
・
枩

・

・

辷

・

・
灾
・

泪

・

弁

・

（
唐
）
・

（
雨
）
・
余
・
与
・

・
尽
・
歴
・

（
答
）
・

・
労
・

（
蛮
）

ヲ
シ
タ
ツ
ル

ヲ
レ
フ
ス
ル

ナ
ミ
ダ

ワ
キ
マ
ユ
ル

カ
ラ

ウ

ヨ
ウ

ヘ
ン

・
湏
（
須
）
・
乱
・
炉
（
爐
）
・
尓
（
爾
）
・
篭
・

（
牢
）
・
来
・

（
夢
）
・
煑
・

皈

・

・

（
軍
）
・

号

・

（
出
）
・

ロ
ウ

カ
ヘ
ル

同

ス
サ
ム

済
・

・
歯
・

・
俣
（
役
）
・

（
恐
）
・
夘
（
卵
）
・
点
・

（
壺
）
・
献
・

（
往
）
・

・

（
筆
）
・
菴
・
筭
・

ク
チ
ゴ
モ
ル

ワ
ウ

・

・
晋
・
脉
・

・
旧
・
栄
・

・

・

（
引
）
・
軄
・

・

・

・

・

・

囲

・
桒
（
桑
）
・
敉
（
数
）
・
随

カ
ヘ
リ
ミ
ル

カ
コ
ム

・

（
全
）
・
済
・
卋
・

（
辺
）
・
渋
・

（
備
）
・

・
桜
・
鴬
・
芦
・

／

（
目

潰
の
語
）

メ
ツ
ブ
ル

メ
ツ
ブ
レ
ル

な
お
〈
運
〉
に
は
、〈
遍
之
部
〉
に
、〈

尽
〉
と
し
て
、〈

日

・

疒

・
女

・
亻

・
氵

・
冫

・
灬

・

宀

・

囗

・
乙

・

ヘ
ン
ツ
ク
シ

ニ
チ
ヘ
ン

ヤ
マ
イ
カ
フ
リ

ニ
ヨ
ヘ
ン

ニ
ン
ヘ
ン

サ
ン
ス
イ

ニ
ス
イ

レ
ン
ク
ワ

ウ
カ
ン
フ
リ

ク
ニ
カ
マ
ヘ

ヲ
ツ
ニ
ウ

阝

〉
な
ど
部
首
名
が
み
え
る
。
部
首
名
は
、
バ
テ
レ
ン
の
作
、『
日
葡
辞
書
』
・
『
落
葉
集
』
に
も
見
え
る
の
で
参
照
、
対
比
し
た
い
。

ヲ
ヽ
サ
ル
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おお
わわ
りり
にに

〈
運
〉
の
〈
葉
部
〉
の
つ
ぎ
の
固
有
名
詞
（
八
代
集
の
こ
と
）
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

〈
八
代
集

古
金

後
撰

拾
遺

後
拾
遺

金
葉

詞
花

千
載

新
古
金
〉
（
一
・
十
三
ウ
）

『
古
金
集
』
・
『
新
古
金
集
』
と
は
、
お
そ
れ
い
っ
た
。
同
じ
キ
ン
な
が
ら
、
―
―
著
者
は
こ
う
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。〈
運
〉
の
編
者

の
こ
と
は
、
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
が
中
世
に
生
活
の
人
物
で
あ
る
。
―
―
こ
の
編
者
の
す
べ
て
を
語
っ
て
象
徴
的
好
例
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
相
当
な
財
を
な
し
顕
示
欲
強
く
、
特
定
の
師
に
つ
い
て
学
を
お
さ
め
ず
、
一
般
的
な
教
養
は
な
く
、
世
俗
的
な
成
句

な
ど
に
関
心
を
も
ち
、
独
学
で
主
と
し
て
蔵
書
よ
り
学
ん
だ
。
土
地
、
日
本
史
に
登
場
と
思
わ
れ
る
人
物
に
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
地

下
人
的
人
物
、
あ
る
い
は
下
級
の
僧
侶
、
そ
の
個
人
的
ノ
ー
ト
で
も
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
考
察
、
分
析

す
べ
き
は
当
然
で
あ
る
。

註

た
と
え
ば
い
ず
れ
も
、
頭
字
（
音
）
の
み
イ
ロ
ハ
順
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
『
易
林
本
節
用
集
』
で
も
、
部
の
〈
乃
〉
を
例
に
す
れ
ば
、

（1）
〈
乾
坤
〉
で
は
じ
め
に
、〈
暴
風
〉
を
置
き
、
つ
ぎ
は
〈
野
原
〉
な
ど
と
な
る
。
ま
た
、〈
言
辞
〉
で
は
、〈

述

〉
の
語
が
グ
ル
ー
プ
に
、

ノ

ワ

キ

ノ

バ

ラ

ノ
ブ
ル

〈

饋

〉
が
混
在
す
る
。『
運
歩
色
葉
集
』
は
、
さ
ら
に
諸
語
彙
が
混
在
、
混
乱
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
同
じ
語
彙
群
に
入
れ
る
べ

ヲ
ク
リ
モ
ノ

き
を
双
掲
（
重
複
）
と
い
う
か
、
別
々
に
お
い
て
い
る
な
ど
、
乱
れ
は
普
通
に
み
ら
れ
る
。

『
運
歩
色
葉
集
』
は
作
成
の
索
引
に
よ
り
同
語
彙
の
重
複
な
ど
明
白
に
な
り
使
用
上
有
効
で
あ
る
。
な
お
わ
た
し
が
主
張
す
る

（2）
第
三
の
仮
説
、
こ
れ
を
証
明
す
る
例
を
つ
ぎ
に
二
例
あ
げ
て
お
き
た
い
。

（
一
）
〈
易
〉
：
大
甞
会

天
子
即
位

年
以

其
新
米
ヲ一

献

伊
勢
大
神
宮

謂

之
―
―
―
ト一

十
二
月
卯
日
也

ダ
イ
ジ
ヤ
ウ
ヱ

ノ

二

二

一

二

〈
運
〉
：
大
甞
会

天
子
即
位
之
年
以

其

定

之
新
米
ヲ一

献
ス二

天
照
大
神
ニ一

謂
之

―
―
―

十
月
卯
日
也

ダ
イ
ジ
ヤ
ウ
エ

（
マ
マ
）

テ

ヲ

ト

※
〈
易
〉
に
は
〈
大
甞
会
〉
が
重
複
（
双
掲
）
し
て
二
カ
所
〈
乾
坤
・
言
語
門
〉
に
み
え
る
。
こ
の
重
複
現
象
は
、
他

の
語
彙
に
も
み
え
る
。

（
二
）
〈
易
〉
：
到
下
／

嗜

困
＊
註
文
省
略

タ

ウ

ケ

タ
シ
ナ
ム

同

（9） （8）
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る
と
思
う
（
『
易
林
本
節
用
集
』
な
ど
に
は
み
え
ぬ
）
。
中
世
俗
語
で
は
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
同
じ
く
、
鶏
に
相
手
ノ
ト
リ
の
毛
の
好

ト
リ

悪
を
判
定
す
る
智
恵
が
果
た
し
て
あ
る
の
か
疑
問
。
愛
鳥
家
に
真
偽
を
う
か
が
い
た
い
と
思
う
。

〈
易
〉
の
〈
雲
脂
〉
（
人
倫
）
な
ど
、『
和
名
抄
』
に
み
え
る
が
、〈
運
〉
に
、〈
雲
胎
俗用

〉
と
あ
る
の
は
こ
の
時
代
に
俗
用
化
し
、
方
言
化
し
て
、

イ

ロ

コ

イ

ロ

コ

語
格
を
お
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
の
教
養
を
疑
わ
せ
る
＊

。
ま
た
、〈
運
〉
に
、〈
一

二
〉
と
あ
る
の
は
、〈
易
〉
の
〈
言
辞
〉
に

、
、

ツ
マ
ヒ
ラ
カ

（5）

も
、〈
一

二
〉
と
み
え
、
日
蓮
遺
文
に
も
み
え
て
、
両
者
が
同
じ
共
通
し
た
時
代
、
中
世
社
会
に
属
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な

ツ
マ
ヒ
ラ
カ

る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
両
者
に
同
じ
中
世
と
い
う
時
代
、
社
会
の
語
彙
の
み
え
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
両
者
の
同
一
社

会
・
時
代
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、〈
運
〉
、〈
一
二
三
（
易
ハ
假
寐
）
一
〻
・
三
〻
〉
と
か
、〈
一
二
三
（
易

ウ

タ

タ

ネ

ウ
タ
ヽ
ネ

ツ
ク
〳
〵

ツ
ク
〳
〵

ケ
シ
ヤ
ウ
ブ
ミ

は

艶
書

）
・
十
三
・
若
〻
（
ホ
タ

く
は
『
岩波

古
語
辞
典
』
に
は
近
世
上
方
語
と
し
て
み
え
、
漢
字
表
記
は
み
え
ず
）
な
ど
の
み
え

ケ
シ
ヤ
ウ
ブ
ミ

ホ
タ
〳
〵

同

〳
〵

る
点
、
ま
た
〈
一

八
・
〳

〵

〉
と
と
も
に
、〈

丹
後

天
ノ

―

〉
は
、
珍
種
中
の
珍
種
で
あ
る
。
他
に
類
例
を
し
ら
ぬ
。
ま
だ
、〈
留

タ
ヽ
ケ
ハ
ヒ
ラ
ク

ト
サ
マ
カ
ウ
サ
マ

ハ
シ
ダ
テ

ル

主
〉
は
み
え
ず
、〈
留
守
〉
と
あ
り
、〈
運
〉
の
〈
侖
吾
（
論
語
）
〉
な
ど
は
、
抄
物
書
で
、
鎌
倉
時
代
よ
り
み
え
る
用
字
法
も
時
代
の
産

ス

ル

ス

物
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
字
体
を
問
題
に
す
る
が
、
略
字
・
異
体
字
を
区
別
な
く
と
り
出
し
て
お
く
。

釈
・
炉
・
偽
・
断
・

・

・
凢
（
凡
）
・

・
弥
・

（

・
濁
）
・

（
幽
）
・

（
飛
）
・
畧
・
営
・
昼
・

（
留
）
・
枩

・

・

辷

・

・
灾
・

泪

・

弁

・

（
唐
）
・

（
雨
）
・
余
・
与
・

・
尽
・
歴
・

（
答
）
・

・
労
・

（
蛮
）

ヲ
シ
タ
ツ
ル

ヲ
レ
フ
ス
ル

ナ
ミ
ダ

ワ
キ
マ
ユ
ル

カ
ラ

ウ

ヨ
ウ

ヘ
ン

・
湏
（
須
）
・
乱
・
炉
（
爐
）
・
尓
（
爾
）
・
篭
・

（
牢
）
・
来
・

（
夢
）
・
煑
・

皈

・

・

（
軍
）
・

号

・

（
出
）
・

ロ
ウ

カ
ヘ
ル

同

ス
サ
ム

済
・

・
歯
・

・
俣
（
役
）
・

（
恐
）
・
夘
（
卵
）
・
点
・

（
壺
）
・
献
・

（
往
）
・

・

（
筆
）
・
菴
・
筭
・

ク
チ
ゴ
モ
ル

ワ
ウ

・

・
晋
・
脉
・

・
旧
・
栄
・

・

・

（
引
）
・
軄
・

・

・

・

・

・

囲

・
桒
（
桑
）
・
敉
（
数
）
・
随

カ
ヘ
リ
ミ
ル

カ
コ
ム

・

（
全
）
・
済
・
卋
・

（
辺
）
・
渋
・

（
備
）
・

・
桜
・
鴬
・
芦
・

／

（
目

潰
の
語
）

メ
ツ
ブ
ル

メ
ツ
ブ
レ
ル

な
お
〈
運
〉
に
は
、〈
遍
之
部
〉
に
、〈

尽
〉
と
し
て
、〈

日

・

疒

・
女

・
亻

・
氵

・
冫

・
灬

・

宀

・

囗

・
乙

・

ヘ
ン
ツ
ク
シ

ニ
チ
ヘ
ン

ヤ
マ
イ
カ
フ
リ

ニ
ヨ
ヘ
ン

ニ
ン
ヘ
ン

サ
ン
ス
イ

ニ
ス
イ

レ
ン
ク
ワ

ウ
カ
ン
フ
リ

ク
ニ
カ
マ
ヘ

ヲ
ツ
ニ
ウ

阝

〉
な
ど
部
首
名
が
み
え
る
。
部
首
名
は
、
バ
テ
レ
ン
の
作
、『
日
葡
辞
書
』
・
『
落
葉
集
』
に
も
見
え
る
の
で
参
照
、
対
比
し
た
い
。

ヲ
ヽ
サ
ル
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おお
わわ
りり
にに

〈
運
〉
の
〈
葉
部
〉
の
つ
ぎ
の
固
有
名
詞
（
八
代
集
の
こ
と
）
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

〈
八
代
集

古
金

後
撰

拾
遺

後
拾
遺

金
葉

詞
花

千
載

新
古
金
〉
（
一
・
十
三
ウ
）

『
古
金
集
』
・
『
新
古
金
集
』
と
は
、
お
そ
れ
い
っ
た
。
同
じ
キ
ン
な
が
ら
、
―
―
著
者
は
こ
う
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。〈
運
〉
の
編
者

の
こ
と
は
、
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
が
中
世
に
生
活
の
人
物
で
あ
る
。
―
―
こ
の
編
者
の
す
べ
て
を
語
っ
て
象
徴
的
好
例
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
相
当
な
財
を
な
し
顕
示
欲
強
く
、
特
定
の
師
に
つ
い
て
学
を
お
さ
め
ず
、
一
般
的
な
教
養
は
な
く
、
世
俗
的
な
成
句

な
ど
に
関
心
を
も
ち
、
独
学
で
主
と
し
て
蔵
書
よ
り
学
ん
だ
。
土
地
、
日
本
史
に
登
場
と
思
わ
れ
る
人
物
に
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る
地

下
人
的
人
物
、
あ
る
い
は
下
級
の
僧
侶
、
そ
の
個
人
的
ノ
ー
ト
で
も
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
さ
ら
に
細
部
に
わ
た
っ
て
考
察
、
分
析

す
べ
き
は
当
然
で
あ
る
。

註

た
と
え
ば
い
ず
れ
も
、
頭
字
（
音
）
の
み
イ
ロ
ハ
順
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
『
易
林
本
節
用
集
』
で
も
、
部
の
〈
乃
〉
を
例
に
す
れ
ば
、

（1）
〈
乾
坤
〉
で
は
じ
め
に
、〈
暴
風
〉
を
置
き
、
つ
ぎ
は
〈
野
原
〉
な
ど
と
な
る
。
ま
た
、〈
言
辞
〉
で
は
、〈

述

〉
の
語
が
グ
ル
ー
プ
に
、

ノ

ワ

キ

ノ

バ

ラ

ノ
ブ
ル

〈

饋

〉
が
混
在
す
る
。『
運
歩
色
葉
集
』
は
、
さ
ら
に
諸
語
彙
が
混
在
、
混
乱
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
同
じ
語
彙
群
に
入
れ
る
べ

ヲ
ク
リ
モ
ノ

き
を
双
掲
（
重
複
）
と
い
う
か
、
別
々
に
お
い
て
い
る
な
ど
、
乱
れ
は
普
通
に
み
ら
れ
る
。

『
運
歩
色
葉
集
』
は
作
成
の
索
引
に
よ
り
同
語
彙
の
重
複
な
ど
明
白
に
な
り
使
用
上
有
効
で
あ
る
。
な
お
わ
た
し
が
主
張
す
る

（2）
第
三
の
仮
説
、
こ
れ
を
証
明
す
る
例
を
つ
ぎ
に
二
例
あ
げ
て
お
き
た
い
。

（
一
）
〈
易
〉
：
大
甞
会

天
子
即
位

年
以

其
新
米
ヲ一

献

伊
勢
大
神
宮

謂

之
―
―
―
ト一

十
二
月
卯
日
也

ダ
イ
ジ
ヤ
ウ
ヱ

ノ

二

二

一

二

〈
運
〉
：
大
甞
会

天
子
即
位
之
年
以

其

定

之
新
米
ヲ一

献
ス二

天
照
大
神
ニ一

謂
之

―
―
―

十
月
卯
日
也

ダ
イ
ジ
ヤ
ウ
エ

（
マ
マ
）

テ

ヲ

ト

※
〈
易
〉
に
は
〈
大
甞
会
〉
が
重
複
（
双
掲
）
し
て
二
カ
所
〈
乾
坤
・
言
語
門
〉
に
み
え
る
。
こ
の
重
複
現
象
は
、
他

の
語
彙
に
も
み
え
る
。

（
二
）
〈
易
〉
：
到
下
／

嗜

困
＊
註
文
省
略

タ

ウ

ケ

タ
シ
ナ
ム

同
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〈
運
〉
：

（
當
の
異
体
）
下
又
峠

／

嗜

＊
註
文
省
略

窘

タ
ウ

ゲ

タ
シ
ナ
ム

タ
シ
ナ
ム

右
の
二
例
の
み
で
も
両
者
の
異
な
る
位
相
の
こ
と
が
納
得
で
き
る
か
。〈
運
〉
に
は
ま
た
、〈
尊
氏
〉
な
ど
、
同
時
代
を
語
る
固

タ
カ
ウ
ジ

有
名
詞
（
人
名
）
も
み
え
る
。〈
易
〉
の
タ
シ
ナ
ム
は
漢
字
用
法
で
も
判
明
す
る
と
お
り
、〈
困
・
難
・
厄
・
苦
〉
が
原
義
（
古
代

語
）
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
を
示
し
て
い
る
（
〈
運
〉
に
み
え
る
〈
窘
〉
（
他
動
詞
）
は
古
代
語
な
ら
〈
苦
シ
メ
ル
〉
の
意
で
用
い
ら
れ

キ
ン

て
い
る
が
、
こ
こ
は
近
代
語
と
し
て
タ
シ
ナ
ム
（
タ
シ
ナ
メ
ル
。
い
ま
し
め
る
の
意
）
の
用
字
で
あ
ろ
う
。
本
来
は
『
日
本
書
紀
』

な
ど
に
み
え
る
よ
う
に
、
タ
シ
ナ
シ
と
古
代
語
形
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
は
近
代
語
と
し
て
、〈

窘

〉
と
用
い
た
例
で
、『
日
葡
辞

タ
シ
ナ
ム

書
』
な
ど
に
明
確
な
よ
う
に
、
近
代
語
、
現
代
語
の
意
味
用
法
で
み
え
、
古
代
語
か
ら
の
意
味
転
化
の
よ
き
例
で
あ
る
。
こ
の
点

で
、〈
運
〉
の
用
例
も
貴
重
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
運
歩
色
葉
集
』
は
総
索
引
が
既
に
作
製
さ
れ
て
い
る
由
、
江
戸
期
の
『
早
引
節
用

集
』
の
考
察
に
専
心
の
研
究
者
、
高
梨
信
博
君
よ
り
既
に
作
成
さ
れ
て
い
る
由
、
実
物
を
贈
呈
さ
れ
た
。

私
は
シ
ナ
製
に
対
し
日
本
製
の
漢
語
を
こ
の
よ
う
に
〈
漢
字
語
〉
と
よ
ん
で
区
別
し
て
用
い
た
。
す
で
に
の
べ
た
と
こ
ろ
な
が

（3）
ら
、
湯
桶
読
み
や
重
箱
読
み
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
宛
字
の
類
も
、
日
本
人
の
漢
字
用
法
と
し
て
正
当
で
あ
る
。
拙
論
〈
仮
字
ノ
論
〉

（
「
国
文
学
研
究
」
一
九
二
集
）
を
参
照
。

『
運
歩
色
葉
集
』
と
同
時
代
の
歌
語
の
語
彙
集
『
詞
源
略
注
』
（
清
原
宣
賢
著
）
に
、〈
鹿
ヲ
サ
シ
テ
馬
ト
云
〉
の
語
句
が
あ
げ
ら

カ

ム
マ

（4）
れ
て
い
る
。
シ
ナ
の
『
史
記
』
に
よ
る
故
事
成
句
の
類
が
本
源
と
説
明
。
著
者
か
ら
し
て
堂
上
家
で
も
口
に
し
た
詞
が
、〈
馬
鹿
〉

バ

カ

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

『
運
歩
色
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、
私
見
の
正
当
性
を
そ
の
他
の
語
彙
で
も
実
証
で
き
る
が
、
同
書
が
そ
の
雑
纂
的
語
彙
集
に
し

(5)
て
、『
易
林
本
節
用
集
』
と
一
致
す
る
語
彙
の
あ
る
の
は
、
念
押
し
す
れ
ば
、
両
辞
書
が
同
じ
中
世
の
所
産
、
成
立
で
あ
る
こ
と
、

時
期
的
に
は
前
者
は
後
者
よ
り
新
し
い
が
、
と
も
に
当
然
の
こ
と
で
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
運
歩
色
葉
集
』
に
古
代
語

の
み
え
る
の
は
、
方
言
か
彼
の
属
す
る
回
想
ゆ
え
か
、
彼
の
左
右
の
書
物
に
そ
の
語
彙
集
的
な
も
の
の
存
在
し
て
い
る
点
を
転

写
し
転
記
し
、
記
録
し
て
示
し
た
に
す
ぎ
ず
、
い
ず
れ
に
せ
よ
雑
纂
の
産
物
で
、
確
乎
た
る
主
義
方
針
で
、
こ
の
語
彙
集
を
編
集

し
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
固
有
の
人
名
な
ど
も
、『
易
林
本
節
用
集
』
に
日
本
人
は
過
去
の
ご
く
少
数
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
み
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え
ぬ
こ
と
も
当
然
な
の
で
あ
る
（
但
し
こ
れ
に
は
シ
ナ
の
偉
人
、
有
名
人
は
比
較
的
多
く
み
え
る
）
。

な
お
、
終
り
に
一
つ
疑
問
点
を
あ
げ
て
お
く
。〈
イ
ナ
カ
〉
の
語
で
あ
る
。〈
運
〉
に
は
、〈
夷
中
〉
（
古
典
仮
字
遣
い
で
は
ヰ
ナ
カ

イ

ナ

カ

と
あ
る
べ
き
）
の
一
語
の
み
で
、〈
易
林
本
節
用
集
〉
に
は
、〈
夷
中

田
舎
〉
（
言
語
）
が
み
え
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
を
は
じ
め
、

イ

ナ

カ

同

こ
の
中
世
の
辞
書
（
弘
治
二
年
本
や
永
禄
五
年
本
な
ど
も
ふ
く
め
）
に
は
、〈
夷
中
・
為
中
・
田
舎
／
田
家
〉
な
ど
が
み
え
る
。

イ

ナ

カ

イ

ナ

カ

イ

ナ

カ

イ

ナ

カ

古
代
か
ら
の
〈
田
舎
〉
が
、『
運
歩
色
葉
集
』
に
み
え
な
い
の
は
不
可
思
議
で
、〈
一

口
〉
（
『
易
林
本
節
用
集
』
）
な
ど
の
み
え
ぬ

イ
モ
ア
ラ
イ

点
と
と
も
に
、『
運
歩
色
葉
集
』
の
編
者
の
社
会
的
位
置
、
出
身
の
土
地
、
階
層
な
ど
、
疑
問
の
ま
ま
で
あ
る
。『
岩波

古

語

辞

典

』
に

は
、〈
田
舎
〉
の
み
あ
げ
て
、
中
世
の
語
彙
に
、
一
般
的
な
〈
夷
中
〉
の
み
え
な
い
点
、
こ
れ
ま
た
不
可
思
議
で
あ
る
。

ゐ

な

か

な
お
、『
下
学
集
』
や
『
古
典
易
林
本
』
に
登
録
の
〈
脚
力
〉（
シ
ナ
語
の
借
用
）
が
『
運
歩
色
葉
集
』
に
も
無
く
、
代
っ
て
、〈
飛
脚
〉

カ
ク
リ
キ

ヒ
キ
ヤ
ク

（
こ
れ
は
日
本
的
に
脚
力
よ
り
作
語
し
た
と
思
わ
れ
る
）
の
み
え
る
点
、
も
っ
と
も
お
そ
く
十
七
世
紀
に
『
運
』
が
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を

証
す
る
一
つ
の
鍵
語
彙
が
与
え
ら
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド

―
す
ぎ
も
と

つ
と
む

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
―
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は
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と
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で
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用
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た
。
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ら
、
湯
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み
や
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箱
読
み
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
宛
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の
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も
、
日
本
人
の
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字
用
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と
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て
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で
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の
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記
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に
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よ
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の
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針
で
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の
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え
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こ
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も
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で
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但
し
こ
れ
に
は
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ナ
の
偉
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、
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多
く
み
え
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）
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の
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で
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る
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運
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に
は
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中
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遣
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で
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の
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田
舎
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（
言
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が
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聚
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抄
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を
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こ
の
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世
の
辞
書
（
弘
治
二
年
本
や
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禄
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年
本
な
ど
も
ふ
く
め
）
に
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・
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が
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が
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に
み
え
な
い
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不
可
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で
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（
『
易
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）
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の
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の
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な
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の
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い
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、
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典
易
林
本
』
に
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借
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）
が
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運
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』
に
も
無
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、
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〉
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ク
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れ
は
日
本
的
に
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と
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）
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、
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が
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立
し
た
で
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う
こ
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の
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